




1996 年 3 月 3 日にマルグリット・デュラスが亡くなったことにより，
作品集『エクリール』（1993 年）は，彼女の遺著のひとつ手前の著書とな










『エクリール』には，「ヴォーヴィルにおいて，1944 年 5 月，いまだに
定かでない時刻，二十歳で死んだ W. J. クリフの思い出に，この書物を捧
ぐ」という献辞が付されているが，その意義は極めて大きいと思われる。
そこでは，〈書くこと































































































































































































































































































































solitude, isolé という語を挙げることができる。また，trou, cri, enfant,
dalle de granit gris clair, vingt ans, pur などの語や，Naeuphle, Trouville,





































































































的な加筆・再構成をほどこしたことが推測できる。Cf. Cahiers du cinéma, no
467 / 8, mars 1993, p. 8-11. 








ら唐突に落ちて死んだ蠅である (Les lieux de Marguerite Duras, Minuit, 1997,
p. 36)。「エクリール」における虚構化の一端が垣間見られるのではないだろう
か。
5) ポーロ（本名ポール・ドナデュー）は，1942 年 12 月，気管支肺炎によりサ
イゴンの病院で二十七歳で病死した。葬儀は多くの参列者をえて同地のカテド
ラルで執り行なわれ，遺体は植民者墓地へ埋葬された。Cf. Laure Adler,
Marguerite Duras, Gallimard, 1988, p. 162-163, p. 572. 
6) ただし『愛人』でも，「私」がたびたび「彼女」へと変換されることによって，
単純な自伝的一人称は回避されている。なお，ポーロの死の直前，同じ年の五
月，デュラスは第一子の男の子を出産直後に失っているが，その亡骸を一目見
たいという彼女の願いは看護婦によって斥けられた。亡骸も埋葬も見ることが
できなかった肉親という点で，この死児はポーロと共通する。「若きイギリス人
パイロットの死」のなかでポーロやクリフと並んで一度だけ言及される「私の
子供」(77) とは，恐らく第一子を指しているのだろう。
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